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１．はじめに  

近年都内では夏季のヒートアイランド現象が日

常化し，問題視されている．この対策として自然

環境による熱の緩和効果が見直されており，緑地

や水辺などのさまざまな研究が進められている 1)

～3)． 

本研究では，都市部に位置する谷津干潟の夏季

における気温冷却効果について現地観測により検

討した．  

 

２．観測概要 

（1) 観測対象 

谷津干潟は，東京湾に位置する面積約 40ha の潟

湖干潟である．（図-1，図-2）．干潟周囲は住宅や

道路に囲まれ，高瀬川と谷津川の 2 河川により東

京湾と海水交換を行っている． 

（2）観測方法および観測項目 

現地観測は，2011 年 7 月 13 日 12 時～14 日 10

時に行った．観測日の日没は，18 時 57 分で，日

の出は 4 時 34 分であった．観測地点は図-3の ST.1

および ST.2 とし，ST.1 は谷津川沿いのコンクリー

ト地表面上，ST.2 は干潟内の干出と冠水がおこる

泥上とした．本観測においては，干潟は 15 時から

6 時まで水で覆われていた．表-1 に測定項目を示

す．比較対象地点として近隣の船橋アメダスおよ

び千葉測候所を選んだ（図-4）． 
３．結果および考察 

 図-5～8 に，風向，風速，各観測地点の気温と 

表-1 測定項目・計測機器一覧 

測定項目 測定機器 形式 
風速・風向 超音波風向風速計 CYG-81000 

湿度・気圧・気温 おんどとり TR-73U 

水温 小型メモリー水温計 AOP-CMP 

照度 照度計 LX-204 

 

潮位，また，干潟内（ST.2）の地表面温度・気温

および風速から算出した顕熱フラックスと水温に

ついての時間変化をそれぞれ示す． 

（1）風向 

図-5 において，北が 0°であり，時計回りに 90°

が東，180°が南，270°が西である．各観測地点と

も主風向は南または南西からの海風であることが

わかる．干潟内（ST.2）では，15 時～16 時にかけ

て西よりの風になり，その後すぐに南西からの海

風に戻っている．谷津川（ST.1）・船橋アメダス・

千葉測候所は，1 日を通して南や南西からの海風

であることがわかった． 

（2）風速 

 図-6 より，風速は 1 日を通して干潟内が強い．

干潟内は周囲が開けた場所であるため風が通りや

すく，谷津川は周囲が建物に囲まれた場所である

ため風の通りが遮られていると考えられる． 

（3）気温 

 a.谷津干潟の気温形成 

 図-7 より，気温については 12 時から 19 時 50

分と 4 時 50 分から 11 時にかけては干潟内より谷

津川の方が 1～2℃程度高かった．この理由として，

地中への熱伝導は地表面近くを構成している物質 
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の熱伝導率が大きいほど効率よく輸送されるので，

水辺よりコンクリートの地表面温度が上昇したた

めであると考える．一方，夜間の気温差はほとん

ど見られなかった． 

 b.各観測地点の気温との比較 

 図-7 において，干潟内と谷津川は日中に気温が

低く，夜間は逆に高くなる．これは，谷津干潟が

比較的気温の寒暖差が小さく，安定していること

を意味している． 

 干潟内と千葉測候所の気温を比較すると，干潟

内の方が日中は最大で 1.4℃低く，夜間は最大で

0.1℃高い．また，干潟内と船橋アメダスの気温を

比較すると，干潟内の方が日中は最大で 1.5℃低

く，夜間は最大で 0.9℃高い．このことから，夏

季における谷津干潟は，日中で 1~2℃程度の冷却

効果があると考えられる． 

（4）顕熱フラックス 

図-8 より，15 時頃に顕熱フラックスと気温がと

もに下がり，6 時頃から徐々に上がっている．こ

れは，15 時頃から ST.2 が冠水したことで，日射

による地表面温度の上昇率が下がり，顕熱フラッ

クスの放出が抑制された可能性が考えられる．ま

た，日の出後の顕熱フラックスと気温の上昇率が

小さい．これは，9 時頃までは干潟に水があった

ため，干出時と比較して地表面温度が上昇しにく

い状況だったと考えられる． 

４．まとめ 

本研究では，夏季における谷津干潟の熱緩和効

果について現地調査を行い検討した．その結果，

谷津干潟は 1 日を通して近郊の観測所よりも気温

の寒暖差が小さく，日中は最大で 1.5℃の冷却効

果がみられた． 
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